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普通倉庫２１社統計 入庫高 
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データ出典 ： 社団法人 日本倉庫協会 
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普通倉庫２１社統計 出庫高 
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普通倉庫２１社統計 保管残高 
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0 

5 



3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

千㌧ 
16年3月期 17年3月期 18年3月期 

特積貨物輸送トン数 

データ出典 ： 国土交通省 トラック輸送情報 
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対象社数：24社 
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コンテナ取扱本数（京浜港）輸出入合計 
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データ出典 ： 東京都港湾局 港湾統計 、 横浜市港湾局 横浜港の統計 
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コンテナ取扱本数（京浜港）前年同月比 
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データ出典 ： 東京都港湾局 港湾統計 、 横浜市港湾局 横浜港の統計 8 
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データ出典 ： 社団法人 航空貨物運送協会 
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国際航空貨物取扱量 前年同月比 
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データ出典 ： 社団法人 航空貨物運送協会 10 



空室率 

16年6月 16年9月 16年12月 17年3月 17年6月 17年9月 17年12月 18年3月 

東京ビジネス地区 4.1% 3.7% 3.6% 3.6% 3.3% 3.2% 3.1% 2.8%

横浜ビジネス地区 5.6% 5.0% 5.0% 5.3% 5.0% 5.7% 5.1% 4.7%
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データ出典 ： 三鬼商事株式会社 市況・データ情報 11 



  募集賃料相場（円／坪） 

16年6月 16年9月 16年12月 17年3月 17年6月 17年9月 17年12月 18年3月 

東京ビジネス地区 ¥18,179 ¥18,336 ¥18,540 ¥18,730 ¥18,864 ¥18,995 ¥19,173 ¥19,699

横浜ビジネス地区 ¥10,731 ¥10,809 ¥10,813 ¥10,849 ¥10,846 ¥10,917 ¥10,965 ¥11,016
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データ出典 ： 三鬼商事株式会社 市況・データ情報 12 



２．２０１8年３月期通期の実績 
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当社業績 

前年同期対比 連結 前年同期比 予想比 

１７／０３期 １８／０３期 増減額 増減率 増減率 

営 業 収 益 ４０，６８６ ４２，９６９ ２，２８３ ５．６% ０．６% 

営 業 利 益 ２，５７６ ２，２９４ ▲２８１ ▲１０．９% ２４．０% 

経 常 利 益 ３，０９９ ２，９５０ ▲１４８ ▲４．８% ２２．９% 

親 会 社 株 主 に 帰 属 

す る 当 期 純 利 益 
２，０８４ １，９３８ ▲１４５ ▲７．０% ２１．１% 

営業収益営業利益率 ６．３% ５．３% ▲１．０pt  －  － 

１株当たり当期純利益
（ 円 ） 

６８．８４ ６５．７３ ▲３．１１ ▲４．５% － 

単位：百万円 
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総 資 産 １０９，１５６ １２０，３２７ １１，１７１ １０．２% 

純 資 産 ６１，１８８ ６６，２６５ ５，０７６ ８．３% 

自 己 資 本 比 率 ５５．８% ５４．９% ▲１．０pt － 

１株当たり純資産（円） ２，０６５．７６ ２，２４６．０２ １８０．２６ ８．７％ 



営業収益の主な変動要因 

40,686  

42,969  

単位：百万円 

2017年3月期 2018年3月期 
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物流事業 

関係会社における
一部取引終了など

による減少 

▲３３５ 

物流事業 

SP貨物や海外の取扱いなど
による国際貨物取扱の増加 

＋３８１ 

不動産事業 

賃貸スペースの拡大や
工事受注の増加など 

による増加 

＋５３７ 

物流事業 

ITキッティングの取引
拡大による増加 

＋８１４ 

物流事業 

既存取引の拡大
＋８８６ 



2,576  

2,294  

営業利益の主な変動要因 

単位：百万円 

2017年3月期 2018年3月期 
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その他 

施設の新設に伴う 

租税公課などの増加 

▲２３６ 

不動産事業 

賃貸スペースの拡大や 

工事受注の拡大など 

による増加 

＋２４３ 

物流事業 

関係会社における 

一部取引終了など 

による減少 

▲１３７ 

物流事業 

借庫料や修繕費など 

費用の増加 

▲５４２ 

物流事業 

取扱増加などによる 

差益の増加 

＋３９０ 
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利益推移 

百万円 
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2018年3月期 
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平成29年3月期 … 分類 2 30 30

不動産事業 

５，３３８ 

（13.0%） 

物流事業 

３５，７８３ 

（87.0%） 

営業収益 

４０，６８６ 

内部取引 
消去▲４３５ 

2017年3月期 
 

セグメント別営業収益 

単位：百万円 

（）内は構成比 

不動産事業 

５，９８６ 

（13.8%） 

物流事業 

３７，５３７ 

（86.2%） 

営業収益 

４２，９６９ 

内部取引 
消去▲５５４ 

2018年3月期 
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29 30

不動産事業 

１，５６６ 

（35.9%） 

物流事業 

２，７９２ 

（64.1%） 

不動産事業 

１，７１４ 

（41.8%） 

物流事業 

２，３８４ 

（58.2%） 

2017年3月期 
 

2018年3月期 
 

セグメント別営業利益 

単位：百万円 
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単位：百万円 

6,271  6,379  

保管料 

17/03期 18/03期 

既存顧客との取引拡大などにより前期比 
増収 

7,558  8,317  

倉庫作業料 

17/03期 18/03期 

キッティングの受注拡大や既存顧客の 
取引拡大などにより前期比増収 

営業収益科目別対比表 物流事業 
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11,113  11,264  

陸運料 

17/03期 18/03期 

広域輸送業務の減少があるも、既存取引
拡大などにより前期比増収 

7,260  7,686  

国際貨物取扱料 

17/03期 18/03期 

ＳＰ貨物取扱の増加や海外取扱増加によ
り前期比増収 

単位：百万円 

営業収益科目別対比表 物流事業 
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1,594  1,645  

物流賃貸料 

17/03期 18/03期 

新規顧客獲得により前期比増収 

1,966  2,219  

その他（物流） 

17/03期 18/03期 

キッティング関連業務の取扱増加によ
り前期比増収 

単位：百万円 

営業収益科目別対比表 物流事業 
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施設面積推移 

342千㎡ 342千㎡ 341千㎡ 345千㎡ 371千㎡ 

100千㎡ 95千㎡ 118千㎡ 126千㎡ 
126千㎡ 
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2015年3月 2016年3月 2017年3月 2018年3月 2019年3月 

見込 

所有 賃借 

443千㎡ 
（134千坪） 

437千㎡ 
（132千坪） 

458千㎡ 
（139千坪） 

470千㎡ 
（142千坪） 

496千㎡ 
（150千坪） 

㎡ 

物流事業 
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（倉庫外観） 

トピックス －１－ 

◆名  称：九州営業所 
 
◆所  在：福岡県三井郡大刀洗町 
 
                   大字高樋1708番地4 
 
 
◆延床面積：約５，５００坪 
 
 

九州営業所・平和島営業所第二倉庫開設 

物流事業 

24 （倉庫外観） 

◆名  称：平和島営業所第二倉庫 
 
◆所  在： 
 
 東京都大田区平和島３丁目２番12号 
 
 
◆延床面積：約２，７００坪 



中国(上海)1号倉庫開設・2号倉庫着工 

（1号倉庫外観） （2号倉庫イメージ図） 

♦所在 上海市青浦区青浦工業園区新枝路６６号 

♦敷地面積 約１１，５５０坪 

１号倉庫 ２号倉庫 

♦延床面積 約２，８３０坪 約７，８５０坪 

♦主要構造 鉄骨造 鉄筋コンクリート造 

♦階数 １階、一部２階（事務所） ３階 

♦スケジュール 
平成２９年２月竣工 
平成２９年４月開設 

平成２９年９月着工 
平成３０年７月竣工予定 

トピックス －２－ 物流事業 

25 



インドネシア現地法人を開設 

トピックス －３－ 物流事業 

26 

◆名  称：PT. YASUDA LOGISTICS INDONESIA 
 
◆所  在： 
 インドネシア共和国 ジャカルタ市 
 
◆事業目的： 
 国際フォワーディング業、通関業  
 
◆設 立 日： 
 ２０１７年１２月 
 
◆出資比率： 

 安田倉庫株式会社     (67％) 

 PT. Multisarana Bahteramandiri 

                (33%) 
 
 （外観） 



物流事業 

１．新規取引の開始 
 
（１）給湯・暖房機器の保管/配送業務      ・・・九州営業所 
 
（２）服飾店舗用什器の保管業務        ・・・大黒営業所 
 
（３）物流機械部品の保管業務         ・・・中国上海 
 
（４）医療機器の保管/配送業務         ・・・柏営業所 
 
２．既存取引の拡大 
 
（１）キッティング業務拡大          ・・・ＩＴｷｯﾃｨﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
 
（２）飲料用容器の保管／配送業務       ・・・茨木営業所 
   
（３）加熱式タバコの検品／加工業務      ・・・守屋町営業所 
 
（４）健康器具製品の保管業務         ・・・大阪営業所  
 
（５）大型設備の国際輸送業務         ・・・国際輸送ｾﾝﾀｰ 
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トピックス －４－ 



3,682  3,984  

不動産賃貸料 

17/03期 18/03期 

賃貸スペースの拡大や商業施設ビル稼
働により前期比増収 

1,239  1,472  

その他（不動産） 

17/03期 18/03期 

LED工事ほか工事の受注増加などに 
より前期比増収 

単位：百万円 

営業収益科目別対比表 不動産事業 
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◆所  在 : 横浜市神奈川区鶴屋町 
        （横浜駅西口徒歩３分） 
 
◆敷地面積 : 約５００坪 
 
◆施設構成 : ホテル、商業施設 
 
◆延床面積 : 約３，０００坪 
 ・ホテル部分 約２，１８０坪 
 ・商業施設部分 約 ６２０坪 
 
◆建物規模： 
  地下１階（鉄筋コンクリート造） 
  地上１３階 （鉄骨造） 
 
 

（外観） 

第7安田ビル竣工 

トピックス －１－ 不動産事業 
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109,156  

61,188  

120,327  

66,265  

47,967  
54,062  

分類 1 分類 2 分類 3 分類 4 前期末 
（2017年3月31日） 

今期末 
（2018年3月31日） 

連結財政状態 

単位：百万円 ■総資産  ■純資産  ■負債 

主な増減要因(対前期比) 
 
総資産：有形固定資産（+3,703百万円） 
     投資有価証券の時価増加（+4,947百万円） 
 
負 債：長期借入金（+4,151百万円） 

 
純資産：利益剰余金の増加（+1,525百万円） 
     その他有価証券評価差額金（+3,404百万円） 30 
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連結キャッシュフローの状況 

4,931 4,546 

▲ 2,702 

▲ 6,397 

▲ 1,503 

2,790 
3,897 4,876 

▲ 6,500 

▲ 4,500 

▲ 2,500 

▲ 500 

1,500

3,500

5,500

営業活動CF 投資活動CF 財務活動CF 現金及び現金同等物の期末残高 

2017年3月期 2018年3月期 

単位：百万円 

主な増減要因(対前期比) 
営業活動CF：法人税等の支払額の増加（▲546百万円） 
 
投資活動CF：有形固定資産の売却による収入の減少（▲2,930百万円） 
 
財務活動CF：借入金の増加（+3,726百万円） 



  設備投資・借入金 

１７／０３期 １８／０３期 
１９／０３期 

（予想） 

設 備 投 資 額 ６，０５５ ６，１６４ ４，７００ 

主 な 投 資 案 件 １８／０３期 

・第７安田ビル建設 

・倉庫施設新設関連投資 

             （九州、上海） 

・既存施設の設備更新 など 

１９／０３期 

・上海２号倉庫関連 

・既存施設の整備関連 

         （大黒、ＭＡＣ１） 

・既存施設の設備更新 など 

期 末 借 入 金 残 高 ２４，７７７ ２８，０９６ ２７，２３８ 

単位：百万円 
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減 価 償 却 費 ２，４０２ ２，３８７ ２，６８１ 



３．２０１９年３月期通期の見通し 
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40,686  
42,969  

45,200  
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30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

17年3月期 18年3月期 19年3月期（予想） 
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2,084  
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0
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3,500

17年3月期 18年3月期 19年3月期（予想） 

営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 

連結業績予想 

営業収益 

・新規施設の稼働に伴う新規顧客の獲得、取引の拡大により増収増益を見込む 

単位：百万円 
前期比 

増減額 増減率 

営 業 収 益 2231 5.2% 

単位：百万円 
前期比 

増減額 増減率 

営 業 利 益 106 4.6% 

経 常 利 益 150 5.1% 

当 期純利益 62 3.2% 

単位：百万円 単位：百万円 

0 



重点施策 

九州域内のビジネス拡大 

配送ネットワークの拡大 

メディカル物流の拡大 

  （MBU東京物流センター、九州営業所の活用） 

ＩＴキッティングの拡大 

大型資材・機材輸送案件の獲得 

インドネシア現地法人の営業推進 

上海青浦倉庫(2号倉庫）への顧客誘致 
35 



  配当政策 

  

  2015年３月期 年間配当14円  （連結配当性向26.0%) 

  2016年３月期 年間配当14円       （同30.5%) 

    2017年３月期 年間配当14円       （同20.3%) 

    2018年３月期 年間配当14円       （同21.3%)        

  2019年３月期 配当水準維持予定         

年間配当14円予定 

（中間配当：7円、期末配当：7円） 

＜配当方針＞ 

安定配当を基本としつつ、利益水準等を勘案して決定 

36 



むすび 

    お客様を支える存在になる為に 

「中期経営計画２０１８」 
お客様のビジネスをサポートする 

グローバルな物流会社 

「品質」と「生産性」の向上 

お客様に潜在するロジスティクス・ 
ニーズをいち早くキャッチ 

課題解決にスピーディーに応える 
ソリューション提案型営業の徹底 
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当資料は、投資判断の参考となる情報の提供を唯一の目的としたもので、投資勧誘を 
目的として作成したものではありません。 
当資料は、将来の業績に関する記述が含まれております。こうした記述は将来の業績を 
保証するものではなく、リスクと不確実性を内包するものであります。将来の業績は、 
経営環境等の変化に伴い、目標や計画に対し変化し得ることにご留意下さい。 
投資を行う際には、必ず弊社が作成する有価証券報告書等をご覧いただいた上で、 
投資家ご自身の判断で行うようお願いいたします。 


